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第６回宇都宮市東部地域渋滞対策協議会
（栃木県宇都宮市東部地域における新たな基幹交通の導入に伴う道路交通マネジメント）
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社会実験の背景
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社会実験の目的
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社会実験の概要

宇都宮東部地域における道路交通の円滑化と公共交通の利用促進

新たな基幹交通（LRT）の導入

道路の渋滞緩和 公共交通の利用促進

ETC2.0及びプローブデータを用いた
旅行速度等の交通状況データ取得

自動車交通量の変化
道路交通の挙動

自動車交通から
公共交通へ転換

解決すべき事象

把握・分析

課題解決に
向けた取組

ETC2.0との比較

精度比較

LED表示板へ
プローブデータ活用

平準化の効果確認

CCTVを活用したAI画像解析

LED表示板を用いた
自動車交通量の平準化

プローブデータを用いた旅行速度等
の交通状況データ取得

今後の課題整理

実験の目標

LRT利用状況・運行状況
P&R利用状況

新たな公共交通を活用し
た道路交通の円滑化
・P＆Rの利用促進
・経路変更などの移動手段の
選択肢の提案

現況把握

社会実験
メニュー

得られた
データ

新たな道路環境への懸念
・自動車交通流の変化
・交通ルールの変更に伴う
交差点付近での挙動の変化


